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種ら慎颯発 せつかくど―もない問,17
|ごあいさづ 皆様、いかがお過ごしですか?「せつかくど―もない!」

3/11の震災以来こちら福島は、様々な爪痕を未だに残 してお ります。 しカ
しながら少しずつではありますが確実に前に進んでいます。わが家のお
荷様 (左 の写真)も ようやく11月 に修復に至りました。お陰様で桃、ブ ド
ウは出荷終了することが出来ました。皆様には変わらずの当園のご利用、
心から感謝申し上げます。また沢山の応援、励ましのおたより等本当に
難 うございました。公的機関より今回あんぽ柿に関しては、残念ながら

全域にわた り出荷 自粛の制限がかか り見送 ることにな りました。 リンゴ・米の福島市の放射
質モニタリング結果は基準値 より大変低いもので特に問題無いとのことで した。 リンゴ収穫
入りを良くするため、今年も 11/20頃 からになると思われます。尚、発送は特に御希望がない

り 12月 に入つてから開始致します。地元の松原山の紅葉がふもとまで降りてくると収穫になり
。どうぞ楽しみにお待ち下さい。また、作物の安全についてご不明の点がございましたら御〕
いただければ幸いです。

ンふ じ ! わが家の リンゴは
裏年の影響もあり着果量が
不足 してお ります。全体量
が平年の約 3分の 2ぐ らい
に予想 されます。線量も国
の基準を大幅に下回つてお
ります。お早めにご予約い
ただければと願います。

ブ ド ウ オ ー ナ ー の 皆 様
ヽ ゞ

組 取 材 が あ りま した 。
東 北 の 美 味 しい 物 紹 介
で わ が 家 の 「種 な し高
尾 」 が 全 国版 放 送 に な
りま した。 出荷 作 業 風
景 、 ブ ドウヘ の 思 い な
どの取材 で した。

な
じ
し
ら
れ
に

々
同
を
か
ら
当

様
と
り
京
来
本

もヽ
取
東
と

。

嚇
¨
鋼

した
。い

】
ます

。

一
る
し
ま
援
り
し

ナ
あ
楽
い
応
あ
た

一
の
に
さ
を
も
い

オ
評
う
下
島
方
謝

風
よ
て
福
た
感

H/10桃の本も約 2
0年頃になると生産性が落
ち寿命に近づいてきます。
そんな桃の木達に感謝をし
ながら伐採 します。そして
薪や炭 (燃料)になつて私
たちを再び助 けて くれま
す。これも循環型農業エコ
ファーマーのひとつかも !

「何 も咲かない寒い 日は、
下へ下へ と根を伸ばせ」
風評や不安のある時、今だ
からこそ思い切つて経営の

見直 し、そして問題のある
畑をリセ ット!こ の畑から
6年後、最高の美味 しい桃
が収穫 されまた風評 も収ま

つていてくれる事を願 うばか りです。

卜HKテレビ局の取材を受けましだ10/2に NHK
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 「お は よ う 日本 」 の 番
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